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話題の特選（児童館まつりほか）
祝　金メダル　瀬戸大也選手
歴史散歩（葛

つづらぬき

貫の桜
さくらみ

箕づくり）
ぼくらのキャンパス（光山小学校）
もろやま魅力彩発見（大類の蕎

そ ば

麦の花）
越辺川が変わる…
川のまるごと再生プロジェクト  始動！動！

第19回　子ども議会
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カワセミがすめる
　　　　きれいな葛

くずがわ

川へ
川角小学校

岡野　圭
けいすけ

佑　議員
　　近所の葛川にはカワセミがいます。カワセミは綺

き

麗
れい

な水辺に生息する鳥ですが、葛川にはゴミがたくさ
ん捨ててあり水は濁

にご

って臭
にお

います。自然を守るために
も生活排水を浄化する設備を作ってください。

　　町では議員ご提案の生活排水を浄化する設備を作
り、水をきれいにしてから河川に流すよう進めていま
す。また、河川を定期的にパトロールし、投

と う き ぶ つ

棄物の撤
去を行っています。河川の水質検査をしていますが、
施設を作ったことで多くの河川はきれいになってきて
います。しかし汚れた川を元通りにするには時間がか
かってしまうのが現状です。

質

答

安心して登下校できる
　　　　　　毛呂山町に
毛呂山小学校

佐々木　琴
ことね

音　議員
　　登下校で利用するＪＲ八高線の踏切の幅が狭く、
安心して渡ることができません。踏切の幅を広げる
か、歩道の白線を広げて安全に渡れるようにしてくだ
さい。

　　ご質問の踏切は通勤・通学で皆さんの利用する時
間帯は特に混雑していて、ご指摘のとおり幅が前後の
道幅より狭くなっています。町でもこの踏切を改良す
る必要があると考えていますが、それには鉄道会社の
協力が必要です。話し合いを進めていますが、残念な
がら実現できていません。今後もさらに強くお願いす
るなど努力していきたいと考えています。

質

答

　人前で話すことが好きなので、子ど
も議会の議長として議会を進行できて
よかったです。ほかの小学校の子とも
仲良くなれました。緊張したけれど、
とても楽しかったです。

毛呂山小学校

中村　百
ももか

花　議長

議長インタビュー
　

７
月
25
日
木
、
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
議
会
は
町
立
の
４
つ
の
小
学
校

に
通
う
６
年
生
の
代
表
が
、
町
へ
の
要
望
な
ど

を
本
物
の
町
議
会
と
同
じ
よ
う
に
議
場
で
質
問

し
ま
す
。
町
長
以
下
各
課
長
な
ど
が
勢
ぞ
ろ
い

の
な
か
、
20
人
の
子
ど
も
議
員
た
ち
は
立
派
に

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
議
員
も
緊
張

し
た
様
子
で
し
た
が
、
堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し

い
一
般
質
問
で
し
た
。

　

今
年
は
町
を
「
安
心
・
安
全
」
に
、「
明
る

く
・
楽
し
く
」
し
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
よ
う

な
意
見
が
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
目
に
毛
呂
山
町
の
姿
は
ど
う
映
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
議
員
た
ち
の
質
問
と
町

の
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。

第
19
回 

子
ど
も
議
会
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毛呂山町に
　自転車専用道路がほしい
泉野小学校

鐘
かねがえ

江　愛
まあや

綾　議員
　　車と自転車、自転車と歩行者が一緒に走ると事故
が起きる原因になり危ないと思います。自転車専用道
路があれば、それぞれが別の道を走り事故がなくなる
ので、作ったほうがよいと思います。

　　町内の道路のほとんどは道幅に余裕がなく、自転
車専用道路を作ることは難しい状況です。新たに専用
道路を作る場合、道路に面した家の人に土地を売って
いただくなどのご協力が必要です。多くの時間や費用
がかかるため、すぐには実現できません。まず現在あ
る道路の整備を行い、今後専用道路の実現に向け検討
をしていきます。

質

答

町内ゴミ拾いの日を

光山小学校

竹田　翼
つばさ

　議員
　　ポイ捨てをなくすために、２か月に１度町の放送
で呼びかけ、朝夕に10分地域のゴミ拾いをする「町
内ゴミ拾いの日」を作ってください。10分ならみん
なが参加できるので、ゴミ０

ゼロ

の町になると思います。

　　ゴミの不法投
と う き

棄は後を絶たず、注意を促していま
すがなかなか効果が上がっていません。町ではパト
ロールや投棄物の撤去を定期的に進めています。また
皆さんのご協力で、５月と10月の第３日曜日に「清
掃の日」を設け、掃除やゴミ拾いを一斉に行っていま
す。２か月に１度とはなりませんが、議員もぜひご参
加ください。

質

答

町へのお願い

川角小学校

小沢　芽
め い

生　議員
　　学校の机を新しくしてください。古い机のなかに
は、面積が狭くとても使いづらいものがあります。ま
た、エアコンを設置してください。川角小学校の６年
生は今年から２クラス40人学級になり、夏はとても
暑く耐えられません。よろしくお願いします。

　　机は学校生活で勉強をするうえで大切な備品で
す。要望に答えられるよう努力していきます。次にエ
アコンについてですが、現在町では町立中学校への導
入を検討しています。小学校への設置はそれからにな
ります。エアコンだけでなくトイレや教室、廊下もき
れいにしていきますので、もう少しお待ちください。

質

答

もっとにぎやかな
　　　　　　毛呂山町に
毛呂山小学校

稲
いながき

垣　結
きっぺい

平　議員
　　毛呂本郷の夏祭りを多くの人が参加して楽しめる
お祭りにしたいです。会場に舞台を作ってのど自慢大
会を開催したり、道路を一部通行止めにして屋台を出
したり、花火の数を増やしたりすれば、参加者も増え
楽しくなると思います。そのために町から資金をいた
だければ助かります。お祭りが盛り上がれば、活気あ
ふれる町に変わると思います。

　　稲垣議員の提案はお祭りを盛り上げるたいへんす
ばらしいアイディアだと思います。しかし町内にお祭
りを行っている地区は多く、一地区だけに資金の補助
を行うことは難しいことだとご理解ください。

質

答

町に憩
いこ

いの公園を

泉野小学校

箕
みの わ

輪　梨
り か

花　議員
　　私の家の近くには遊具が少なく危険な公園ばかり
です。ゆずをモチーフにした遊具や自転車置き場のあ
る「ゆずの里公園」を作ることを提案します。

　　現在町には60か所以上の公園があります。古く
なった遊具は修理か撤去をしなければならず、直すこ
とが難しい遊具は公園からなくなっています。ゆずを
モチーフにした遊具はたいへん素晴らしい提案だと思
います。今後検討していきたいと思いますので、具体
的な提案があれば役場まで教えてください。町も安
心・安全な公園が増えるよう整備していきたいと考え
ています。

質

答

図書館をもっと楽しく

光山小学校

東
とうじょう

條　大
だい ち

地　議員
　　図書館をもっと楽しくするために、読み聞かせを
行ったり、大きな水槽で金魚を飼ったり、赤ちゃんだ
けでなく子どもからお年寄りまで楽しめるスペースを
作ったり、季節の飾りなどを置いたりしてください。

　　毛呂山町の図書館でも、定期的に紙芝居や本の読
み聞かせを行っています。小学生向けの映画会や工作
教室などの催しも行っていますので、ぜひご参加くだ
さい。また、現在も赤ちゃんからお年寄りまで利用で
きるスペースを設け、季節の展示物を飾

かざ

っています。
水槽を設置することは夏場においては涼しさを感じら
れますので、検討していきます。

質

答
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小学校を
　　よりよい小学校に
川角小学校

鈴木　美
みゆう

優　議員
　　エアコンを１クラスに１つずつ付けてください。
今年から40人のクラスになりとても暑いです。冬は
旧式のストーブを使っていますが、場所をとるし時々
灯油が足りなくて使えない時があります。また、学校
のトイレをきれいにして、鏡を付けてください。

　　エアコンは現在町立中学校への設置を検討してい
ます。小学校はそのあとになりますのでお待ちくださ
い。また、今年中に４つの町立小学校の全ての低学年
用トイレがきれいになります。高学年用トイレも皆さ
んが気持ちよく利用できるように、これから考えてい
きたいと思います。

質

答

思いやりのある町づくり

毛呂山小学校

小林　敬
たかみ

美　議員
　　毛呂山町を思いやりあふれる町にしたいです。「思
いやりのある町毛呂山！」といったポスターを貼り、
助けを必要とする人に親切にできるきっかけにしてく
ださい。また、年に３回くらい放送などで呼びかけゴ
ミ０

ゼロ

運動を行い、毛呂山町を美しい町にしたいです。

　　思いやりのあふれる町にしたいという考えはとて
も素晴らしいと思います。思いやりの心を育

はぐく

むことが
できればポイ捨ても少なくなると思います。昨年度の
川角中学校修学旅行の出来事を思い出してください。
議員もこのような思いやりある先輩がいる町に住んで
いることに誇りを持ってもらいたいと思います。

質

答

キャッチフレーズ作りで
　　町民の心をひとつに
泉野小学校

秋
あきうま

馬　菜
な お

央　議員
　　私は毛呂山町が大好きです。町外の人に毛呂山町
の良さをアピールするためにキャッチフレーズを募集
したら良いと思います。キャッチフレーズを考えるこ
とで、町の人たちの心がひとつになる気がします。選ば
れたものは、市

しちょうざかい

町境に看板を設置してください。

　　現在町では「ゆずの里もろやま」「緑とふれあい
の文化都市もろやま」といったフレーズを使用してい
ます。もし今後新しいものを考える場合は議員の提案
どおり、町民と行政が一体となって活気に満ち溢

あふ

れる
町となるようなキャッチフレーズを募集したいと思い
ます。

質

答

もろバスの停留所を
　　　　もっとふやして
光山小学校

松村　深
み ゆ

由　議員
　　お年寄りや足の不自由な人がもっと自由に出か
け、お祭りや町のイベントに参加できるよう、もろバ
スの停留所を増やしてください。

　　現在もろバスには「反対回りがあるといい」「運
行時間を長くしてほしい」などの要望も寄せられてい
ます。いずれの要望もすぐには実現が難しく、台数を
増やしたり、ルートを見直すなどの大幅な見直しが必
要です。そのため今年３月から地域の関係者が参加し
て会議を行ったり、アンケート調査を実施したりして
います。皆さんの希望を把握して、これからもより便
利で安全なもろバスの運行をめざしたいと思います。

質

答

森のそばに街灯を

川角小学校

只
ただの

野　幹
もとき

宜　議員
　　僕は通学に約50分かかります。そのため冬の６
時間授業の日は家に着くころには辺りが暗くなりとて
も危険です。街灯はありますがあまり明るくなく、木
が生い茂って更に暗くしています。木を切り、街灯の
数を増やし、明るい電球に変えてください。

　　現在町では、防犯灯を明るく電気代の安いＬＥＤ
電灯に交換しています。要望箇所が今どうなのか、ど
うしたらよいのかなどよく検討して、数を増やしてい
きます。木の枝は土地の所有者に定期的な伐採をお願
いしています。パトロールだけでは対応しきれない事
ですので、これからも情報提供をお願いします。

質

答

歩行者が安全に
　歩ける町にするために
毛呂山小学校

山田　佳
けいし

史　議員
　　歩行者が安全に歩けるように、カーブミラーや
ガードレールを増やし、道路の幅を広くしてください。

　　カーブミラーは現在町内約900か所にあり、皆さ
んの要望を参考に毎年10か所を新たに設置していま
す。ガードレールは設置に充分な道幅が必要なため、
設置が難しい場所は道の端を緑色に塗るなどの路面表
示を行っています。幅を広げなくてはならない道路は
町内にたくさんあり、道路に面した家の敷地の一部を
売っていただくなど、とても時間がかかります。ご指
摘いただいた内容をふまえ、これからも皆さんが安心
して通行できる道路をめざしていきます。

質

答
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第19回子ども議会

毛呂山ニコニコ
　 フェスティバルの開催
泉野小学校

渡
わたなべ

邊　寛
ひろき

樹　議員
　　介護教室や交通安全教室などを行う「毛呂山ニコ
ニコフェスティバル」を開催してください。大きな老
人介護センターの設立などをして、毛呂山町を少子高
齢化対策が万全な、笑顔あふれる町にしたいです。

　　毛呂山町社会福祉協議会では「ふれあい広場」を
開催し、車いすやアイマスクの体験、ステージ発表、
屋台など、高齢者や障害者との交流を行っていますの
で、ぜひ参加してみてください。介護は施設整備だけ
でなく在宅介護や見守り活動も進めていく必要があり
ます。大きな老人介護センターの設立は現在のところ
難しいものと考えています。

質

答

毛呂山町をもっと
　　　　明るく楽しく
光山小学校

酒
さかまき

巻　こころ　議員
　　観光客が立ち寄りそうな場所でもろ丸くんグッズ
を売れば、より多くの人に町を知ってもらえると思い
ます。公共施設などの外のトイレをゆずの形にすれば、
印象が明るくなります。トイレが清潔で安全なら、観
光客も満足できる、明るく楽しい町づくりができます。

　　もろ丸くんグッズは、現在町内２店のコンビニで
も販売しています。今後も、駅などに協力をお願いし
て町の知名度アップを図っていきます。ゆずの形のト
イレですが、実現できればトイレの暗い・汚いなどの
イメージを180度変える素晴らしい提案です。参考に
したいと思います。毛呂山町が明るく楽しい町になる
よう、ぜひ応援してください。

質

答

毛呂山町をもっといい町に

川角小学校

早坂　梨
り お

央　議員
　　いい町はきれいな町だと思います。町に花を増や
し、月に1度町の掃除をするのはどうでしょうか。

　　町では推進委員のご協力で、道路脇や空き地に花
を植える花いっぱい運動を進めています。地域でも滝
ノ入のバラ、総合公園の花蓮などあちこちで季節の花
が咲いています。議員もぜひご家庭でお友だちやご家
族と花を植えてみてください。また、町では年に２度
「清掃の日」を設け、皆さんのご協力で一斉に掃除を
実施しております。月に1度とはなりませんが、議員
にもぜひ地域の人たちと楽しんでご参加いただければ
と思います。

質

答

花や緑あふれる毛呂山町へ

毛呂山小学校

角
つの だ

田　菜
なつみ

摘　議員
　　花や緑が少ないと思います。お店や家の近く、歩
道や学校、保育園に花や木をもっと増やしてくださ
い。フラワーアーチみたいな物を設置し、見た人が笑
顔になる、笑顔のあふれる町にしてください。

　　毛呂山町は面積の約４割を山林が占め、昔から自
然と共存してきました。学校や集会所に地域住民の手
によって植物が植えられ、現在も菊花会、コミュニ
ティ協議会の花いっぱい運動推進部会、彩の国ロード
サポートなどのご協力で美化活動を行っています。ほ
かにも町内には花を育てている団体や個人の愛好家が
大勢いらっしゃいます。今後も力を合わせてより一層
花いっぱい運動を推進したいと思います。

質

答

図書館と合体した児童館を

泉野小学校

金子　朱
あやか

夏　議員
　　毛呂山小学校や泉野小学校の近くには公園が少な
く、放課後遊ぶ場所に困っています。児童館があれば
すぐに遊ぶ場所が決まり、他校の友だちもできます。
図書館と合体した児童館なら子どもが遊んでいる間に
親は読書ができ、図書館の利用者も増えるはずです。

　　元気に遊ぶことが目的の児童館と、落ち着いて図
書に親しむことが目的の図書館がいっしょにあれば、
確かに幅広い人がそれぞれの目的で利用でき、多くの
人が来館すると思います。近くに児童館があれば迷わ
ず児童館で遊びたい、という気持ちも参考にさせてい
ただき、子どもたちのためにどうしたらいいのか町の
計画のなかで考えていきたいと思います。

質

答

安全な町づくり

光山小学校

芳
よしや

谷　颯
はやて

　議員
　　アンケートなどで町の人に改善点を募集し、道路
の整備をしたり、数を増やしたりしてください。道が
ガタガタの所や、遠回りになる道、車どおりの多い道
が狭いことなどがあるので、改善してください。

　　議員の提案のとおり、安全な町づくりには道路の
整備や道路の数を増やす必要があります。現在町では
約420キロメートルの道路を管理しています。整備に
はたくさんの費用と時間がかかるため、計画的に進め
なければなりません。現在も区長さんや自治会長さん
からいただく意見や、直接役場に届く意見や提案をで
きる限りいかせるよう努力しているところです。

質

答
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わだいの　　　選特
～カメラルポ～

まつりたのしいな！
『旭台保育園夏まつり』お

より濃い、藍
あい

色に

『親子藍染め教室』青

　７月 27 日、歴史民俗資料館で『親子藍染め教室』
が行われました。模様を決め、染料を作り、丁寧に
染色し、世界にひとつだけのハンカチを作りました。

　７月 23 日、旭台保育園で夏祭りが行われました。 
お御

み こ し

輿を担
かつ

いだあと子どもたちは手作りの出店で遊び、
最後は先生の太鼓にあわせて盆踊りを披露しました。

重奏の音色に包まれて

『めじろコンサート』四

　７月 28 日、東公民館で『めじろコンサート』が
行われ、出演したＳクヮルテットオルゴールがサク
ソフォーンの美しい音色で客席の心を魅

みりょう

了しました。

いっぱい遊んだよ！
『児童館まつり』

め

ボールに白熱！
毛呂山中学校野球部表敬訪問

Ｋ

　７月 26 日、『児童館まつり』が開催されました。 
子どもたちは、あいあい園の人たちやボランティアの
大学生と一緒にたくさんの遊びで盛り上がりました。

　７月 19 日に町長を表敬訪問した毛呂山中学校野球
部が、硬球に近いボールを使うＫボールで埼玉県代
表として東日本中学生ＫＢ野球大会に出場しました。

の暑さにも負けず
『奥武蔵ウルトラマラソン』夏

　７月 28 日、『奥武蔵ウルトラマラソン』が行わ
れ、総合公園をスタートした県内外からの参加者約
1,600 人が 78km の過

か こ く

酷なコースに挑みました。
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土でかわいい動物作り

『夏休み工作教室』粘

ぞの石の巻！？

『もろやまタイムトラベラー』な

　７月 29 日、８月３日に図書館主催で行われた『も
ろやまタイムトラベラー』。参加者は町内をまわり、
町でよく見かける「石仏」について学びました。

　８月１日、２日に行われた図書館の『夏休み工作教室』では、
粘土で動物を作りました。講師に教わりながら、芯に粘土を重ね
て乾かし、色を塗って完成！　個性あふれる作品ができました。

大会で栄光を掴
つか

め！
中学生が町長を表敬訪問夏

　全国大会に出場する川角中３年の本
ほんじょう

庄智
と も き

貴くん（水泳）、
関東大会に出場する毛呂山中３年の古

ふ る き

木天
たかし

くん（陸上）、
１年の濱

はまざき

㟢奈
な つ か

津香さん（水泳）が表敬訪問に訪れました。

勝めざしてバットを振る！
『子ども会ティーボール大会』

優

めての料理の出来栄えは？

『親子料理教室』
初

　８月４日、大類グラウンドで『子ども会ティーボー
ル大会』が行われ、沢田Ｂが優勝しました。子どもた
ちは、勝っても負けても皆で試合を楽んでいました。

　８月２日、保健センターで『親子料理教室』が行われ、
親子でハンバーグなどを作りました。自分で作る料理の美
味しさは格別！　一口食べた途端に笑顔があふれました。

境について楽しく学ぶ
『子ども環境教室』環

　８月１日、『子ども環境教室』が行われ、埼玉県環境科
学国際センターを訪れました。参加した子どもたちは様
ざまなアトラクションで環境に関する勉強をしました。
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瀬せ

と戸
大だ

い

也や

選
手

祝
　
金
メ
ダ
ル

（
毛
呂
山
中
学
校
出
身
）

日
本
人
選
手
初
の
快
挙
！

　

ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
『
第
15
回
世
界
水
泳
選
手
権
大

会
』
に
出
場
し
た
瀬
戸
大
也
選
手
（
Ｊ
Ｓ
Ｓ
毛
呂
山
）
は
、
８
月
４
日
に
行

わ
れ
た
４
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー
決
勝
に
お
い
て
、
４
分
８
秒
69
の

タ
イ
ム
で
優
勝
し
ま
し
た
。
４
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ
ー
と
は
、
バ
タ

フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
自
由
形
の
４
つ
の
泳
法
で
各
１
０
０
メ
ー
ト

ル
を
泳
ぐ
競
技
で
す
。
水
泳
の
個
人
メ
ド
レ
ー
に
お
い
て
日
本
人
選
手
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
世
界
選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
は
初
め
て

の
こ
と
で
、
瀬
戸
選
手
は
ま
さ
に
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
と
い
え
ま
す
。

空
港
に
大
勢
の
出
迎
え

　

世
界
選
手
権
の
後
、
短
水
路
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
し
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ド
イ
ツ
と
転
戦
し
た
瀬
戸
選
手
は
、
８
月
13
日
に
帰
国
し
ま
し
た
。
空
港
に

到
着
し
た
瀬
戸
選
手
を
地
元
平
山
地
区
の
人
た
ち
な
ど
、
毛
呂
山
町
か
ら
約

40
人
が
出
迎
え
ま
し
た
。

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て

　

帰
国
後
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
会
見
で
瀬
戸
選
手
は
、
町
民
の
人
た
ち
が
出
迎

え
た
こ
と
に
対
し
「
た
く
さ
ん
の
方
が
空
港
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
て
、
す

ご
く
嬉
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ

と
は
「
実
感
が
な
く
、
ま
だ
信
じ
ら
れ

な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

に
つ
い
て
は
「
日
本
記
録
が
出
せ
る
よ

う
に
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
「
い
つ
も
応
援
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
世
界
選

手
権
で
優
勝
で
き
た
こ
と
は
、
す
ご
く

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
頑
張

り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

帰国の出迎えをした平山地区の皆さん
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介
護
保
険
の
し
く
み

　

40
歳
以
上
の
人
は
、
介
護
保
険
に
加
入
し
、

決
め
ら
れ
た
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
す
。
そ
の

保
険
料
や
税
金
を
財
源
と
す
る
こ
と
で
、
介
護

が
必
要
な
人
は
、
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
だ

け
で
様
ざ
ま
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
７
回
に
わ
た
っ
て
介
護
保
険

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介護保険 高齢者の暮らしを社会
みんなで支える仕組み

40 歳以上の皆さんが被保険者になります
年齢で２つの被保険者に分かれます。

65 歳以上の人は

「第１号被保険者」
介護が必要であると認定された
人は、どんな病気やケガがもと
になっていても、介護サービス
を利用することができます。

40歳から 64歳の人は

「第２号被保険者」
介護保険で対象となる病気が原因
で「要介護認定」を受けた場合に、
介護サービス、介護予防サービス
を利用できます（交通事故などが
原因の場合は対象外）。

加入者
（被保険者）

市町村
（保険者）

事業者
費用の９割を支払う

費用の請求

　

か
つ
て
箕み

は
、
日
本
各
地
の
農
村
地
帯

で
、
便
利
な
農
具
の
一
つ
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
収
穫
し
た
穀
物
や
豆
類
を

選せ
ん
べ
つ別
す
る
、
も
の
を
運
ぶ
、
干
す
、
蓋ふ

た

の

代
わ
り
に
被か
ぶ

せ
る
な
ど
、
用
途
に
応
じ
て

使
い
分
け
、
重ち
ょ
う
ほ
う宝な

道
具
と
し
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

　

毛
呂
山
町
南
西
部
の
丘
き
ゅ
う
り
ょ
う

陵
に
位
置
す
る

葛つ
づ
ら
ぬ
き貫
地
区
は
、
山
桜
や
藤
の
蔓つ

る

が
自
生
す

る
ゾ
ウ
ヤ
マ
と
呼
ば
れ
る
雑
木
林
が
随ず
い
し
ょ所

に
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
身
近
な
山

桜
の
皮
を
材
料
と
し
た
桜さ
く
ら
み箕
が
盛
ん
に
作

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
に
編へ
ん
さ
ん纂
さ
れ
た
『
郷き

ょ
う
ど
し

土
誌

乾け
ん

』
に
「
篠し

の

箕み

の
原
料
と
な
す
」
と
あ
り
、

ま
た
、『
郷
土
誌
坤こ
ん

』
に
は
「
手て

み箕
は
大

字
葛
貫
に
於お

い
て
盛
ん
に
製
造
し
、
こ
れ

を
数
人
の
者
に
集
め
他
の
地
方
に
運
び
て

販
売
す
」と
あ
り
、葛
貫
の
特
産
品
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

太
平
洋
戦
争
前
は
、
60
軒
ほ
ど
の
家
が

何
ら
か
の
形
で
桜
箕
づ
く
り
に
関
わ
り
、

昭
和
20
年
代
後
半
ま
で
盛
ん
に
作
ら
れ
て

箕づくりを行う故福田進さん箕づくりを行う故福田進さん

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
30
年
代
に
入

る
と
ビ
ニ
ー
ル
製
の
箕
に
代
わ
り
、
桜
箕

の
需
要
は
急
き
ゅ
う

激げ
き

に
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
35
年
前
後
に
は
、
箕
を
作
る
人
は
葛

貫
で
５
〜
６
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
村
田
伝で
ん
ぞ
う蔵

さ
ん
な
ど
が
し
っ
か
り
と

技
術
を
伝
承
し
ま
し
た
。
昭
和
40
年
代
後

半
ま
で
箕
づ
く
り
職
人
と
し
て
活
躍
し
た

村
田
安や
す
じ二

さ
ん
は
、
月
１
０
０
枚
ほ
ど
作

り
、
毛
呂
山
町
の
近
在
の
ほ
か
、
東
京
西

多
摩
地
方
に
ま
で
行
商
に
出
か
け
た
と
い

い
ま
す
。

　

技
術
伝で
ん
し
ょ
う承者

の
ひ
と
り
だ
っ
た
福
田
進

さ
ん
の
箕
づ
く
り
は
、11
月
下
旬
の
篠し
の
だ
け竹

採と

り
か
ら
始
ま
り
、３
月
彼ひ

が
ん岸
の
藤ふ

じ
づ
る蔓
採と

り
、８
月
の
暑
い
盛
り
に
行
う
桜
の
皮
む

き
な
ど
、材
料
に
よ
っ
て
採
取
の
適
期
が

あ
り
、時
間
の
か
か
る
仕
事
で
し
た
。

　

集
め
た
材
料
は
、
自
分
で
加
工
し
ま
す
。

篠
を
薄
く
細
く
割さ

い
て
ヒ
ゴ
を
作
り
、
桜

の
皮
を
通
し
な
が
ら
編あ

み
込こ

ん
で
行
く
手

仕
事
で
し
た
。
握
っ
た
ヒ
ゴ
の
量
で
、
箕

が
何
枚
で
き
る
か
判わ
か

っ
た
と
い
い
ま
す
。

で
き
あ
が
っ
た
桜
箕
は
、
桜
の
木
肌
と
ヒ

ゴ
の
模
様
が
美
し
い
工
芸
的
装
い
も
あ
り

ま
し
た
。

　

葛
貫
の
桜

箕
づ
く
り
は
、

い
つ
ま
で
も

記
憶
に
留
め

て
置
き
た
い

毛
呂
山
町
の

無
形
遺
産
で

す
。

文化財シリーズ 233

毛呂山の工芸
～葛
つづらぬき

貫の桜
さくらみ

箕づくり～
毛呂山の職人②

保険証の交付

認定や結果の通知
保険料の納付

要介護認定の申請

サービス利用

費用の１割を支払う
サービス提供

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
窓
口

役
場
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２

内
線
１
２
２

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

毛
呂
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２

内
線
１
５
６
・
１
５
７
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休日納税相談窓口　９月29日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は納税相談・
納入窓口を開設しています

休日納入窓口　　　９月29日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み

（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談
場・問　高齢者支援課保険料係
　　　　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

●
加
入
す
る
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

社
会
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
翌

日
か
ら
国
保
加
入
と
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
て
も
国
保

税
を
加
入
月
の
分
ま
で
遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
の
保
険
証
を
お
渡

し
す
る
ま
で
の
医
療
費
は
全
額
支

払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
保
へ
の
加
入
手
続
き
は
早

め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
抜
け
る
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
喪
失
日
（
社
会
保

険
な
ど
に
加
入
し
た
日
か
ら
国
保

は
使
え
ま
せ
ん
）
以
降
に
国
保
の

保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た

場
合
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
な
い
人
・
年
金
額
を

満
額
に
近
づ
け
た
い
人
へ

　

60
歳
ま
で
に
年
金
加
入
期
間
が

短
く
受
給
資
格
期
間（
原
則
25
年
）

が
不
足
し
て
い
る
人
や
保
険
料
の

未
納
期
間
が
あ
り
年
金
額
を
満
額

に
近
づ
け
た
い
人
は
、
希
望
す
れ

ば
65
歳
に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
任
意
加
入
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
）。

※
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
65
歳
ま
で
加
入
し

て
も
受
給
資
格
を
得
ら
れ
な
い
場

合
は
、
さ
ら
に
70
歳
ま
で
加
入
で

き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

平
成
25
年
７
月
１
日
か
ら
専
業

主
婦
の
年
金
が
改
正
さ
れ
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
夫
が
退
職
し
た
際
な

ど
に
年
金
の
切
り
替
え
手
続
き
が

遅
れ
た
た
め
、
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
主
婦
が
手
続
き
を
す

る
こ
と
で
、
年
金
を
受
け
取
れ
る

よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

夫
が
会
社
を
退
職
し
た
場
合
や

妻
自
身
の
年
収
が
増
え
た
と
き
な

ど
は
、
手
続
き
（
第
３
号
被
保
険

者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変

更
届
）
を
し
て
保
険
料
を
納
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
手

続
き
が
２
年
以
上
遅
れ
た
こ
と
が

あ
る
人
は
、
２
年
以
上
前
の
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
保
険
料
の
「
未
納
期
間
」

が
発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
専
業
主
婦
の
年
金

制
度
が
改
正
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

人
が
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
未
納
期
間
」
を
「
受
給
資

格
期
間
」
に
算
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
妻
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
夫
が
専

業
主
夫
の
場
合
も
同
様
で
す
。

注
意
事
項

知
ら

お

せ

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
出

は
14
日
以
内
に

専
業
主
婦
︵
夫
︶
の
年
金

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

年
金
の
任
意
加
入
制
度
の

お
知
ら
せ

■図書館 ｔ (295)1015
■中央公民館 ｔ (294)1250
■東公民館 ｔ (295)2277
■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282
 ｆ (295)8297
■総合公園体育館 ｔ (294)7179
■ウィズもろやま、社会福祉協議会
 ｔ (295)3111
 ｆ (295)7258
■保健センター ｔ (294)5511

㊐ ･････ 日　時　　　場 ･････ 場　所
定 ･････ 定　員　　　対 ･････ 対象者
料 ･････ 料金・費用
申 ･････ 申込み　　　問 ･････ 問合せ先
ｔ ･････ 電話番号　　ｆ ･････ ファクス番号
ｅ ･････ 電子メールアドレス
ｈ ･････ ホームページアドレス

公共施設電話案内

INFORMATION

インフォメーション

※
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同
し
て
管
理
・
執
行
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
「
坂
戸
・
鶴
个
島
消

防
組
合
・
西
入
間
広
域
消
防
組
合

消
防
通
信
指
令
事
務
協
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
消
防
通
信
指
令
業
務

の
共
同
運
用
と
消
防
救
急
無
線
デ

ジ
タ
ル
化
の
共
同
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
ｔ
２
９
５
―
０
１
１
９

　

西
入
間
警
察
署
と
西
入
間
交
通

安
全
協
会
で
は
、
平
成
25
年
度
優

良
運
転
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

申
請
で
き
る
人

　

西
入
間
交
通
安
全
協
会
員
（
旧

越
生
安
全
協
会
員
を
含
む
）
で
、

過
去
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反

で
ほ
か
の
運
転
者
の
模
範
と
な
る

人
（
表
彰
は
５
年
以
上
表
彰
か
ら

40
年
以
上
表
彰
ま
で
、
５
年
ご
と

の
８
区
分
で
す
）。

申
請
先
・
手
続
き

　

西
入
間
警
察
署
内
交
通
安
全
協

会
へ
免
許
証
、
印
鑑
、
無
事
故
・

無
違
反
証
明
書
代
６
３
０
円
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

９
月
30
日
月
ま
で

問　

西
入
間
交
通
安
全
協
会
ｔ
２

８
９
―
０
２
０
２

務
係
ｔ
内
線
５
３
１

　

事
務
お
よ
び
経
営
の
効
率
化
と

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
一
層
の

向
上
を
図
る
た
め
、
水
道
料
金
の

調
定
、
収
納
お
よ
び
検
針
業
務
を

次
の
業
者
に
委
託
し
ま
し
た
。

委
託
業
者　

㈱
両
毛
シ
ス
テ
ム
ズ

契
約
期
間　

平
成
25
年
10
月
１
日

～
平
成
28
年
９
月
30
日

問　

役
場
水
道
課
業
務
係
ｔ
内
線

１
６
１

㊐　

10
月
24
日
木
、
25
日
金
午
前

９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

定　

先
着
30
人

料　

５
５
０
０
円

申
・
問　

10
月
１
日
火
、
２
日
水

の
両
日
に
西
入
間
広
域
消
防
組

合
消
防
本
部
予
防
課
ｔ
２
９
５

―
０
１
６
３
で
受
付

　

平
成
25
年
７
月
、
西
入
間
広
域

消
防
組
合
と
坂
戸
・
鶴
个
島
消
防

組
合
の
間
で
、
複
雑
多
様
化
す
る

消
防
需
要
に
広
域
的
に
対
応
し
、

消
防
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
図
る

た
め
、
消
防
通
信
指
令
事
務
を
共

間
が
満
了
す
る
場
合
、
そ
の
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。
更
新
し
た
「
在

留
カ
ー
ド
」
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
有
効
期
限
を
更

新
し
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
ハ
ク

ビ
シ
ン
・
カ
ラ
ス
な
ど
の
捕
獲

期
間　

９
月
７
日
土
～
10
月
27
日

日
区
域　

毛
呂
山
町
内
全
域
（
た
だ

し
、
市
街
化
区
域
お
よ
び
ゴ
ル

　

第
３
号
被
保
険
者
か
ら
の
切
り

替
え
手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ
た

こ
と
が
あ
る
人
は
、
今
す
ぐ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・ 

65
歳
以
上
の
人
は
、
お
問
い
合

わ
せ
が
遅
れ
る
と
年
金
の
受
け

取
り
も
遅
れ
ま
す
。

・ 

65
歳
未
満
の
人
は
、障
害
年
金
・

遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
ｔ
０
５
７
０
―
０
１
１
―

０
５
０
ま
た
は
、
川
越
年
金
事

務
所
ｔ
２
４
２
―
２
６
５
７

　

現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
、
９

月
30
日
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
郵
送
い
た
し

ま
す
が
、
10
月
に
な
っ
て
も
届
か

な
い
場
合
は
、
役
場
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
古
い
保
険
証
は
10
月

１
日
以
降
に
、
ご
自
身
で
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
保
険
証
の
有
効

期
限
は
平
成
26
年
９
月
30
日
で
す

が
、
次
の
各
事
項
に
該
当
す
る
人

は
、
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
外
国
人
加
入
者
の
有
効
期
限
は
、

平
成
26
年
９
月
30
日
前
に
在
留
期

フ
場
は
除
く
）

※
捕
獲
に
つ
い
て
は
、お
も
に
土
・

日
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。
な
お
、

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
は
銃
、
箱
わ

な
、
く
く
り
わ
な
を
使
用
し
ま
す

の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問　

役
場
産
業
振
興
課
農
林
係
ｔ

内
線
１
７
２

　

平
成
26
年
４
月
に
町
立
小
学
校

に
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

場　

各
通
学
区
の
小
学
校

対　

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成

20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学

消
防
通
信
指
令
事
務
協
議

会
の
設
置
に
つ
い
て

₁₀
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

町
立
小
学
校
の
就
学
時
健

康
診
断
を
行
い
ま
す

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

有
害
鳥
獣
捕
獲
を
実
施
し
ま
す

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
会

学校名 実施日時 受付時間

毛呂山小学校 10 月  4 日金
　13:15 ～ 13:00 ～ 13:15

川角小学校 10 月  2 日水
　13:15 ～ 13:00 ～ 13:15

光山小学校 10 月  7 日月
　13:45 ～ 13:30 ～ 13:45

泉野小学校 10 月 16 日水
　13:20 ～ 13:00 ～ 13:15

該当区分 保険証の
有効期限

期限が切れたあと使用す
る保険証の種類（それぞ
れ期限前に郵送します）

10 月１日以降平成 26
年９月 30 日までの間
に 65 歳になる退職者
医療制度該当者

65 歳の誕生月の月
末（誕生日が１日
の場合は前月末）

国民健康保険被保険者
証（一般）

10 月１日以降平成 26
年９月 30 日までの間
に 75 歳になる人

75 歳の誕生日の前
日

後期高齢者医療被保険
者証

保険証の有効期限が異なる人の一覧表

■就学時健康診断各校日程表■
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定　

先
着
20
人

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

申
・
問　

９
月
７
日
土
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

　

園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

㊐　

10
月
７
日
月
午
前
10
時
～
11
時

場　

旭
台
保
育
園

内
容　

園
庭
で
の
自
由
遊
び
（
雨

天
時
は
ホ
ー
ル
で
遊
び
ま
す
）

対　

未
就
園
児
の
親
子

問　

旭
台
保
育
園
ｔ
２
９
４
ー
０ 

８
５
７

内
容　

①
サ
バ
イ
バ
ル
に
よ
る
ご

飯
作
り
、
②
消
防
職
員
に
よ
る

防
災
講
演
会
（
東
日
本
大
震
災

で
学
ぶ
こ
と
）

㊐　

①
９
月
22
日
日
午
前
10
時
30

分
～
午
後
１
時
、
②
９
月
23
日

祝
午
後
２
時
～
３
時

定　

①
25
人
、
②
１
３
０
人

対　

①
小
学
４
年
生
以
上
、
②
年

齢
制
限
な
し

場　

防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
（
鴻
巣

市
）

申　

①
要
事
前
電
話
申
込
、
②
当

日
受
付
・
先
着
順

　

す
い
臓
が
ん
は
早
期
発
見
が
非

常
に
困
難
な
う
え
に
進
行
が
早
く

き
わ
め
て
予
後
が
悪
い
と
い
わ

れ
、こ
の
こ
と
か
ら
「
癌が
ん

の
王
様
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
癌
の
死

因
別
で
は
男
女
と
も
第
５
位
で
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

す
い
臓
が
ん
の
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
予
防
に
努
め
る
た
め
の

教
室
に
参
加
し
て
一
緒
に
勉
強
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

㊐　

10
月
17
日
木
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

場　

保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

岡
本
光こ
う
じ
ゅ
ん順
医
師
（
埼
玉
医

科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
消

化
器
外
科
）

料　

無
料

申
・
問　

９
月
９
日
月
か
ら
保
健

セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
―
５
５
１ 

１
で
受
付
（
電
話
可
）

　
「
イ
マ
ド
キ
の
小
学
校
給
食
っ
て

ど
ん
な
も
の
な
ん
だ
ろ
う
？
」　

学

校
給
食
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い
人

も
、
昔
な
つ
か
し
い
人
も
、
学
校

『
旭
台
保
育
園
』
園
庭
開
放

『
す
い
臓
が
ん
予
防
教
室
』

給
食
を
試
食
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

㊐　

10
月
４
日
金
午
前
10
時
30
分

～
午
後
１
時

集
合
場
所　

中
央
公
民
館
（
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
バ
ス
で

移
動
し
ま
す
）

定　

先
着
25
人

料　

給
食
費
と
し
て
２
２
５
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
な
ど

申
・
問　

９
月
３
日
火
午
前
９
時

か
ら
参
加
費
を
添
え
て
中
央
公

民
館
窓
口
へ
申
込
み
（
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
不
可
）

　

歴
史
民
俗
資
料
館
周
辺
の
古
道 

・
鎌
倉
街
道
、
川
角
古
墳
群
の
下

草
刈
り
と
清
掃
を
行
い
ま
す
。
文

化
財
や
自
然
を
肌
で
感
じ
な
が
ら

景
観
保
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

刈
っ
た
草
や
倒
れ
た
木
の
片
付

け
な
ど
も
行
う
の
で
、
特
別
な
道

具
が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

㊐　

９
月
28
日
土
午
前
９
時
～
正

午
（
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
・

小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

歴
史
民
俗
資
料
館

内
容　

歴
史
民
俗
資
料
館
周
辺
の

鎌
倉
街
道
と
川
角
古
墳
群
の
下

草
刈
り
、
清
掃
な
ど

持
ち
物　

刈
払
機
な
ど
の
草
刈
り

用
具
、
作
業
の
で
き
る
服
装
な
ど

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

―
８
２
８
２

　

小
・
中
学
生
の
夏
休
み
の
研
究

成
果
を
展
示
公
開
し
ま
す
。

期
間　

９
月
14
日
土
～
10
月
６
日

日
場　

歴
史
民
俗
資
料
館

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

―
８
２
８
２

　

夏
休
み
の
社
会
科
研
究
の
発
表

を
児
童
・
生
徒
が
行
い
ま
す
。

㊐　

10
月
５
日
土
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

―
８
２
８
２

　

ふ
と
目
を
下
に
向
け
る
と
か
わ
い

い
草
花
が
咲
き
、
自
然
を
身
近
に
感

じ
ま
す
。
そ
ん
な
草
花
の
名
前
を
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

㊐　

９
月
21
日
土
・
10
月
19
日
土
・

11
月
16
日
土
午
前
10
時
～
正
午

講
師　

酒
本
忠
雄
さ
ん

『
文
化
財
景
観
保
護
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
』

『
も
ろ
や
ま
！　

身
近
な

草
花
を
楽
し
む
会
』

『
毛
呂
山
町
小
・
中
学
校

社
会
科
研
究
発
表
会
』

『
第
３
回
毛
呂
山
町
小
・
中

学
校
社
会
科
研
究
展
』

『
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
見
学

と
給
食
試
食
会
』

防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

『
秋
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
』

参
加

ご

を
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職
種　

介
護
職
員

勤
務
内
容　

利
用
者
の
介
護

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
資
格　

介
護
福
祉
士
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
修
了
者
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
の
人

（
要
普
通
自
動
車
免
許
）

勤
務
時
間　

月
～
土
曜
日
（
週
３

日
程
度
）
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時

勤
務
場
所　

毛
呂
山
町
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
川
角
３
０
３

―
３
）

賃
金　

時
給
９
０
０
円
（
２
年
目

以
降
９
２
０
円
・
賞
与
有
）

採
用
予
定
日　

10
月
１
日
火

申
・
問　

９
月
20
日
金
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ
び
資

格
証
明
書
の
写
し
を
社
会
福
祉

協
議
会
ｔ
２
９
５
―
３
１
１
１

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

～
４
時

講
師　

高
橋
由
起
子
氏
（
東
京
都

委
託
在
宅
重
症
心
身
障
害
児

（
者
）
訪
問
看
護
事
業
部
）

第
２
回
「
病
気
の
子
ど
も
た
ち
の

学
校
生
活
を
支
え
る
」

㊐　

11
月
16
日
土
午
後
１
時
30
分

～
４
時

講
師　

塚
越
美
和
子
氏
（
埼
玉
県

立
岩
槻
特
別
支
援
学
校
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

場　

坂
戸
市
立
勝す
ぐ
ろ呂

公
民
館
（
坂

戸
市
石
井
１
５
２
６
）

定　

各
回
先
着
30
人
（
１
日
の
み

の
申
込
も
可
）

※
保
育
室
あ
り
。
状
況
に
よ
り
希

望
に
添
え
な
い
場
合
あ
り
ま
す
。

料　

無
料

申
・
問　

㈳
埼
玉
県
障
害
難
病
団

体
協
議
会
ｔ
０
４
８
―
８
３
１

―
８
０
０
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
沢
（
所
沢
公

共
職
業
安
定
所
）
で
は
、
管
内
お

よ
び
近
隣
に
居
住
す
る
障
害
を
お

持
ち
の
人
を
対
象
に
「
就
職
面
接

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐　

10
月
16
日
水
午
後
１
時
～
４

時
場　

所
沢
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

問　

防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
４

８
―
５
４
９
―
２
３
１
３

　

毎
年
恒
例
の
「
新
し
き
村
」
創

立
記
念
祭
を
開
催
し
ま
す
。
村
の

産
物
な
ど
の
販
売
。
舞
台
で
は
、

午
後
１
時
か
ら
詩
の
朗
読
、舞
踊
、

オ
カ
リ
ナ
・
尺
八
・
琴
の
演
奏
を

行
い
ま
す
。
来
村
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
に
ち　

９
月
15
日
日

場　

新
し
き
村
（
葛
貫
４
２
３
）

問　

新
し
き
村
ｔ
ｆ
２
９
５
―
５

　

３
９
８

　
「
も
こ
も
こ
」
主
催
の
作
品
展

で
す
。
押
し
花
ア
ー
ト
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

㊐　

９
月
19
日
木
～
10
月
15
日
火

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
ロ
ビ
ー

問　

社
会
福
祉
協
議
会
ｔ
２
９
５

―
３
１
１
１

　
　
　
　

第
１
回　
「
在
宅
で
医
療
機
器
を

使
用
し
て
い
る
子
ど
も
の
災
害

時
の
備
え
と
対
応
に
つ
い
て
」

㊐　

10
月
19
日
土
午
後
１
時
30
分

ミ
ュ
ー
ズ
展
示
室

申
・
問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
沢
ｔ

０
４
―
２
９
９
２
―
８
６
０
９
、

ｆ
０
４
―
２
９
９
２
―
２
４
４
５

『
慢
性
疾
患
の
お
子
様
を
お
持
ち
の

保
護
者
の
集
い
と
講
演
会
』

毛
呂
山
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
募
集

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

『
も
こ
も
こ
作
品
展
』

障
害
者
『
就
職
面
接
会
』

『
新
し
き
村
創
立
₉₅
周
年

記
念
祭
』

募
集
し
ま
す

問　教育委員会生涯学習課ｔ（295）2112 内線 521・522

日　時　平成 26 年１月 12 日（日）

　　　　受付：午後０時 30 分から

　　　　開式：午後１時 30 分

場　所　毛呂山町中央公民館

　　　　毛呂山町東公民館

※今年度は、福祉会館ホー

ルが使用できないため会場

は２か所になります。

対　象　平成５年４月２日

から平成６年４月１日ま

でに生まれた人 ( 対象者

には、11 月中旬ごろ案

内状をお送りします )

第 58 回　毛呂山町成人のつどい

日　時　10 月６日（日）

　　　　午前８時から（雨天中止）
場　所　毛呂山総合公園グラウンド
※大会中止の場合は、防災行政無線でお知らせします。
問合せ　教育委員会スポーツ振興課（毛呂山総合

公園内）ｔ（294）7101

第 46 回

町民レクリエーション大会
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タ
ー
会
議
室

料　

無
料

※
参
加
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
（
当
日
参
加
も

可
能
で
す
）。

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ 

ー
悠
久
園
支
所
ｔ
２
９
５
―
８ 

３
８
３

　

あ
る
日
突
然
精
神
不
安
定
に
…

誰
も
が
な
り
う
る
心
の
不
安

「
学
び
心
を
軽
く
し
ま
し
ょ
う
！
」

㊐　

10
月
９
日
水
午
後
１
時
30
分

か
ら（
受
付
▽
午
後
１
時
か
ら
）

講
師　

松
浦
幸
子
さ
ん
（
心
の
居

場
所
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
代

表
）お
よ
び
メ
ン
バ
ー（
当
事
者
）

場　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

料　

無
料

主
催　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

も
こ
も
こ

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問　

社
会
福
祉
協
議
会
ｔ
２
９
５

―
３
１
１
１

　

高
齢
運
転
者
再
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
運
転
技
術

や
運
転
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
て
み

制
限
の
指
示
の
な
い
人

定　

各
日
先
着
30
人
（
全
日
程
参

加
で
き
る
人
を
優
先
し
ま
す
）

場　

中
央
公
民
館

申
・
問　

９
月
９
日
月
か
ら
役
場

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

ｔ
内
線
１
１
８
、１
５
６
、１
５ 

７
で
受
付

㊐　

10
月
５
日
土
午
後
２
時
～
３
時

内
容　
「
今
日
か
ら
始
め
る
運
動

習
慣
」～
み
ん
な
で
踊
ろ
う
ト
ゥ 

モ
ロ
ー
体
操
～

講
師　

毛
呂
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
理
学
療
法
士

場　

毛
呂
病
院
薫
風
園

対　

介
護
に
興
味
の
あ
る
人
、
知

識
を
身
に
つ
け
た
い
人

※
参
加
の
際
は
事
前
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ 

ー
薫
風
園
支
所
ｔ
２
７
６
―
２
０ 

８
２

㊐　

９
月
25
日
水
午
後
１
時
30
分

～
３
時

内
容　

皆
で
学
ぼ
う
セ
ル
フ
マ
ッ

サ
ー
ジ

講
師　

中
央
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
医

院
長

場　

悠
久
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　

素
敵
な
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
を

送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
新
し
い

お
友
だ
ち
と
の
出
会
い
の
機
会
に

も
な
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
に
な
る

人
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

場　

保
健
セ
ン
タ
ー

料　

無
料

対　

初
妊
婦
と
そ
の
夫

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

用
具

申
・
問　

９
月
６
日
金
か
ら
保
健

薫
風
園
『
家
族
介
護
教
室
』

悠
久
園
『
家
族
介
護
教
室
』

『
母
親
学
級
』

セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
―
５
５
１ 

１
で
受
付
（
電
話
可
）

　

夏
休
み
が
明
け
て
楽
し
い
学
校

生
活
が
始
ま
っ
た
今
、
事
故
防
止

や
危
険
情
報
を
知
っ
て
、
親
子
で

安
全
対
策
を
考
え
る
た
め
の
講
座

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

㊐　

９
月
８
日
日
午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分

講
師　

神
谷
典
子
さ
ん
（
全
国
消

費
生
活
相
談
員
）

定　

先
着
50
人

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問　

図
書
館
ｔ
２
９
５
―
１
０
１
５

　

局
ア
ナ
式
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
、
あ
な
た
も
声
美
人
に
。
子

ど
も
が
楽
し
い
、
自
分
も
う
れ
し

い
、
ハ
ッ
ピ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

㊐　

９
月
26
日
木
午
後
２
時
30
分

～
３
時
30
分
、
10
月
10
日
木
午

後
２
時
45
分
～
３
時
30
分
、
10

月
17
日
木
午
後
２
時
45
分
～
３

時
30
分

※
各
回
終
了
後
、
子
ど
も
へ
の
お

は
な
し
タ
イ
ム
を
見
学
で
き
ま
す
。

内
容　

局
ア
ナ
式
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
か
ら
、
子
ど
も
が
夢
中

に
な
る
手
遊
び
や
絵
本
・
紙
芝

居
な
ど
を
実
演
を
交
え
て
教
え

ま
す
。

講
師　

局
ア
ナ
ネ
ッ
ト
の
職
員

（
茂
木
さ
ん
、
根
岸
さ
ん
）

対　

興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

定　

20
人

場　

図
書
館
２
階
参
考
調
査
室

申
・
問　

９
月
５
日
木
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

　

き
れ
い
に
歳
を
重
ね
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
座
で
す
。
講
座

に
参
加
し
て
、
い
つ
ま
で
も
若
々

し
く
き
れ
い
で
い
る
た
め
の
コ
ツ

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

㊐　

10
月
７
日
月
、
21
日
月
、
28

日
月
、11
月
11
日
月
（
計
４
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
容　

①
笑
う
こ
と
が
な
ぜ
い
い

の
？
（
落
語
鑑
賞
）、
②
美
を

保
つ
ヒ
ケ
ツ
（
お
し
ゃ
れ
教

室
）、
③
か
ら
だ
の
中
も
き
れ

い
に
な
ろ
う
（
栄
養
講
座
）、

④
運
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

対　

65
歳
以
上
で
医
師
よ
り
運
動

講
座
『
こ
ど
も
を
事
故
か

ら
守
る
に
は
』

『
局
ア
ナ
式
！　

子
ど
も
が
夢

中
に
な
る
☆
お
は
な
し
講
座
』

『
い
き
い
き
シ
ニ
ア
講
座
』

　

―
若
返
り
大
作
戦
！
―

『
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・

ド
ッ
ク
』

理
解
し
ま
し
ょ
う
！

『
心
の
病
気
』

び
た

学

い

月　　日 時　　間 内　　容 講　師
10 月　2 日（水）13:30 ～ 13:50

14:00 ～ 15:00
15:10 ～ 16:40

オリエンテーション
妊娠中の栄養（試食あり）
フリートーク

保健師
管理栄養士
保健師

10 月 11 日（金）10:00 ～ 10:45
11:00 ～ 12:00

歯科保健
母子保健制度

歯科衛生士
保健師

10 月 20 日（日）13:30 ～ 14:40
14:50 ～ 16:30

親の役割
沐
もくよく

浴実習
赤ちゃんの生理と保育

心理士
保健師

11 月　8 日（金）13:30 ～ 16:00 呼吸法と妊婦体操
乳房管理、産後の生活

助産師

【母親学級日程表】
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５
０
０
万
本
の
曼
珠
沙
華
が
咲

き
そ
ろ
い
、
巾
着
田
が
真
紅
に
染

ま
り
ま
す
。

期
間　

９
月
21
日
土
～
10
月
６
日

日
場　

巾
着
田
（
日
高
市
大
字
高
麗

本
郷
１
２
５
―
２
、
西
武
池
袋

線
高
麗
駅
徒
歩
15
分
）

料　

３
０
０
円

※
開
花
状
況
に
よ
り
有
料
期
間
を

設
定
し
ま
す
。

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
高
齢
者
講
習

制
度
（
70
歳
以
上
の
免
許
更
新
時

で
の
講
習
）
と
は
異
な
り
ま
す
。

㊐　

９
月
11
日
水
、
25
日
水
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分
（
※
午

後
１
時
15
分
ま
で
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
）

場　

お
ご
せ
自
動
車
学
校

対　

65
歳
以
上
の
人

定　

お
お
む
ね
５
人
～
10
人

持
ち
物　

運
転
免
許
証

料　

無
料

申
・
問　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
、
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防

犯
係
ｔ
内
線
２
１
３
に
申
込
み

（
電
話
可
）

内
容　

地
元
グ
ル
メ
や
特
産
品
の

販
売
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
ほ
か

問　

日
高
市
産
業
振
興
課
商
工
観

光
担
当
ｔ
０
４
２
―
９
８
９
―

２
１
１
１

日
に
ち　

11
月
17
日
日
※
雨
天
決
行

場　

坂
戸
市
民
総
合
運
動
公
園

（
坂
戸
市
石
井
１
５
５
０
）

対　

健
康
な
人
（
坂
戸
市
外
の
在

住
者
も
可
）

申
込
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ

ト　

ｈh
ttp

://ru
n

n
e

t.jp
/

（
別
途
、
１
種
目
２
０
０
円
の

手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）

②
郵
便
振
替　

大
会
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
払
込
取
扱
票
に
記
入
し
、

参
加
費
を
添
え
て
最
寄
り
の
郵

便
局
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
別
途
１
種
目
１
２
０
円
の
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
）

③
窓
口　

参
加
申
込
書
に
記
入
し
、

参
加
費
を
添
え
て
直
接
大
会
事

務
局
（
坂
戸
市
健
康
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
内
）
ま
た
は
市
内
各
公

民
館
・
出
張
所
へ

◆
昨
年
申
し
込
ん
だ
人
に
は
、
大

会
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

④
子
ど
も
駅
伝
は
所
定
の
申
込
書

『
巾き
ん
ち
ゃ
く
だ

着
田
曼ま
ん
じ
ゅ珠

沙し
ゃ
げ華

ま
つ
り
』

︵
日
高
市
︶

『
第
₁₃
回
坂
戸
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
』
参
加
者
募
集

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

報
情

レレ
イ
ン

ボ
ー

平成 26 年度私立幼稚園園児募集
　人格は幼児期にその 70 パーセントが形成されると
いわれます。「三つ子の魂百までも」というように、こ
の時期には、心と身体をバランスよく育てることが大
切です。町内の３つの私立幼稚園では、家庭としっか
りと連携しながら、素晴らしい子どもの育成に全力を
注いでいます。
幼稚園案内書配布　10 月 15 日（火）から
入園願書受付　　　11 月　１日（金）から

受付幼稚園 住　所 電話番号
毛呂山愛仕幼稚園 岩井西 4-13-2 （294）0977
ながせ幼稚園 前久保 497 （294）2243
ときわぎ幼稚園 平山 2-11-1 （294）4992

預かり保育制度について　共働き家庭を支援するため、
町と協力して「預かり保育」を行います。詳しくは、
各園にお尋ねください（春・夏・冬の長期休業中も
行います）。

就園奨励費について　保護者の負担を軽減するために、
所得に応じて「就園奨励費」が支給されます。

運動会日程について
　未就園児のための種目も用意していますので、
ぜひお越しください。
●毛呂山愛仕幼稚園
　日時／ 10 月 ５日土（予備日 12 日土）
　未就園児種目　午前 10 時 20 分　場所／園庭
●ながせ幼稚園
　日時／ 10 月 12 日土（予備日 13 日日）
　未就園児種目　午前 10 時 20 分　場所／園庭
●ときわぎ幼稚園
　日時／ 10 月 12 日土（予備日 13 日日）
　未就園児種目　午前 10 時　場所／泉野小学校校庭

全国瞬時警報システム【J-ALERT（ジェイアラート）】
　全国瞬時警報システムの全国一斉自動放送試験が実施さ
れます。町内各所に設置されている防災行政無線のスピー
カーから試験放送が一斉に流れますので、ご了承ください。
◆実施日時
　９月 11 日（水）午前 11 時ごろ、11 時 30 分ごろ
◆放送内容（予定）
　「これは、試験放送です。（３回繰り返し）」＋「こちらは、
ぼうさい毛呂山です」＋「防災行政無線チャイム」
問　役場総務課消防防災係ｔ（295）2112 内線 314

平成 25 年住宅・土地統計調査
　総務省（埼玉県・毛呂山町）では、10 月１日
に住宅・土地統計調査を実施します。
　この調査は、我が国における住宅や居住して
いる世帯について調べます。
　調査対象の世帯には９月下旬に統計調査員が
うかがいますので、ご協力をお願いします。

問　役場企画財政課企画係ｔ（295）2112 内線 323

で
直
接
大
会
事
務
局
へ

申
込
期
限　

10
月
４
日
金

※
参
加
申
込
書
は
大
会
事
務
局
、

坂
戸
市
内
各
出
張
所
・
公
民
館
、

市
民
総
合
運
動
公
園
、
中
央
図
書

館
、
文
化
会
館
ふ
れ
あ
、
文
化
施

設
オ
ル
モ
に
配
布
し
て
あ
る
大
会

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
ま
た
は
坂
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

坂
戸
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
事
務
局
（
健
康
ス
ポ

ー
ツ
推
進
課
内
）
ｔ
２
８
３
―

１
４
８
７
、
ｈh

ttp
://w

w
w

.

c
ity.sa

ka
d

o
.lg

.jp
/
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Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ　

ｏ
ｎ
ｅ

～
世
界
で
た
っ
た
一
つ
の
も
の
～

㊐
／
９
月
13
日
金
、
14
日
土
午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
（
13
日
は

正
午
か
ら
）　

場
／
埼
玉
平
成
中

学
校
、
埼
玉
平
成
高
等
学
校　

問

／
埼
玉
平
成
中
学
校
ｔ
２
９
４
―

８
０
８
０
、
埼
玉
平
成
高
等
学
校

ｔ
２
９
５
―
１
２
１
２

Ｏ
ｎ
ｅ　

ｏ
ｆ　

ｏ
ｕ
ｒ　

ｍ
ｅ

ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ

～
青
春
の
１
ペ
ー
ジ
～

㊐
／
９
月
７
日
土
、
８
日
日
午
前

９
時
～
午
後
３
時
（
７
日
は
午
前

11
時
か
ら
）　

場
／
武
蔵
越
生
高

等
学
校
（
越
生
町
上
野
東
１
―
３

―
10
）　

内
容
／
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
、

模
擬
店
、
各
種
展
示
な
ど　

問
／

武
蔵
越
生
高
等
学
校
ｔ
２
９
２
―

３
２
４
５

そ
う
だ
、
童
心
に
返
ろ
う
。

～
お
伽と
ぎ

の
国
へ
の
ｉ
ｎ
ｖ
ｉ
ｔ
ａ

ｔし

お

ん

ｉ
ｏ
ｎ
～

㊐
／
９
月
14
日
土
、
15
日
日
午
前

㊐
／
９
月
18
日
水
午
前
10
時
～
11

時　

場
／
養
光
保
育
園
（
０
歳
児

は
養
光
保
育
園
分
室
）　

対
／
未

就
園
児
の
親
子　

内
容
／
０
歳
児

▽
絵
本
・
簡
単
に
で
き
る
楽
し
い

製
作
・
育
児
相
談
、
１
歳
児
以
上

▽
ふ
れ
合
い
体
操
・
う
ち
わ
製
作
・

育
児
相
談　

料
／
無
料　

申
・
問

／
前
日
ま
で
に
養
光
保
育
園
ｔ

２
７
６
―
１
４
７
３
に
申
込
み

㊐
／
９
月
29
日
日
午
前
８
時
30
分

集
合
、
８
時
45
分
開
会
式
（
予
備

日
10
月
20
日
日
）　

場
／
川
角
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対
／
毛
呂
山

町
・
越
生
町
・
鳩
山
町
在
住
・
在

勤
者
（
一
般
社
会
人
）、学
生
（
連

盟
が
指
定
す
る
高
校
生
）　

種
目

／
一
般
男
子
、
一
般
女
子
、
壮
年

男
子
（
45
歳
以
上
）、
壮
年
女
子

（
45
歳
以
上
）　

料
／
一
般
・
壮
年

１
チ
ー
ム
５
０
０
円
、
高
校
生
１

チ
ー
ム
２
０
０
円　

申
・
問
／
９

月
13
日
金
ま
で
に
毛
呂
山
町
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
ｔ
ｆ
２
９
４
―

２
０
５
５
二
宮
ま
で
申
込
み

　

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
ズ
、
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
バ
ン

ド
の
競
演
。
懐
か
し
い
曲
や
歌
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

㊐
／
９
月
15
日
日
午
後
１
時
開
場
、

₁
時
30
分
開
演　

場
／
東
公
民
館

学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ　

料
／
無
料

問
／
毛
呂
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｔ

２
９
５
―
２
３
９
６
中
村

　

ミ
ニ
バ
ッ
ク
の
作
成
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

㊐
／
９
月
13
日
金
・
27
日
金
午
前

９
時
～
正
午　

場
／
中
央
公
民
館

料
／
７
０
０
円
（
材
料
代
）　

持

ち
物
／
筆
記
用
具
・
ボ
ン
ド
・
洗

濯
ば
さ
み　

︻
会
員
募
集
︼

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
午
前

９
時
～
正
午　

場
／
中
央
公
民
館

料
／
月
額
５
０
０
円
（
入
会
金
な

し
、
会
費
は
６
か
月
前
納
）　

問

／
ｔ
２
９
５
ー
１
２
７
１
田
中

　

芸
術
の
秋
！　

午
後
の
ひ
と
時

を
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
♪

㊐
／
９
月
29
日
日
午
後
２
時
開
演

場
／
東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ

ろ　

料
／
無
料　

内
容
／
近
隣
音

楽
愛
好
家
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
演

奏　

問
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
ｔ

２
９
５
―
０
９
１
９
新
井

　

地
域
の
教
育
や
日
本
の
将
来
、

そ
の
ほ
か
様
ざ
ま
な
こ
と
を
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。
教
育
に
関
心
の

あ
る
人
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐
／
毎
月
第
４
火
曜
日
午
後
７
時

～
９
時
30
分　

場
／
中
央
公
民
館

料
／
会
費
・
入
会
金
無
料　

問
／

ｔ
２
９
４
ー
０
３
０
２
新
井

㊐
／
９
月
28
日
土
午
後
１
時
30
分

上
映
開
始　

場
／
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や

ま
２
階　

料
／
無
料　

定
／
１
２

０
人　

作
品
内
容
／
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
障
害
者
と
そ
こ
に

関
わ
る
人
び
と
の
証
言
を
ま
と
め

た
映
画
で
す
（
当
日
は
音
声
ガ
イ

ド
が
付
き
ま
す
）。　

共
催
／
社
会

福
祉
協
議
会　

問
／
声
な
び
シ
ネ

マ
わ
か
ば
ｔ
０
８
０
―
１
０
４
２

―
４
７
１
９
木
野
、
社
会
福
祉
協

議
会
ｔ
２
９
５
―
３
１
１
１

　

毛
呂
山
町
の
文
化
財
を
巡
る
約

15
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐
／
９
月
８
日
日
午
前
９
時
中
央

公
民
館
集
合
、午
後
２
時
武
州
長
瀬

駅
解
散　

コ
ー
ス
／
出い
ず
も雲

伊い

わ

い
波
比

神
社
―
毛
呂
氏
館
跡
―
碩せ
き
ふ布

句く

ひ碑

―
嘉か
げ
ん元
の
板い

た
び碑
―
六
角
塔
―
宿
谷

の
滝
―
新
し
き
村
美
術
館　

料
／

３
０
０
円
（
会
員
お
よ
び
中
学
生

無
料
）　

持
ち
物
／
水
筒
・
昼
食
・

雨
具
な
ど　

問
／
鶴
个
島
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
ｔ
０
８
０
―
４
４

４
４
―
２
６
８
１
三
上

　

小
学
生
が
考
え
る
平
和
な
未
来

の
作
品
展
示
も
あ
り
ま
す
。
見
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

㊐
／
９
月
７
日
土
午
前
10
時
～
午

後
８
時
、
８
日
日
午
前
10
時
～
午

後
４
時
30
分　

場
／
東
公
民
館　

料
／
無
料　

内
容
／
絵
画
展
示
・

特
別
企
画
（
８
日
午
後
２
時
～
４

時
、「
平
和
へ
の
朗
読
」
高
山
真
樹

さ
ん
）・「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
う
ど
か
ら
の

提
案
」
桜
井
薫
さ
ん
・
交
流
会　

問
／
原
爆
絵
画
展
実
行
委
員
会
ｔ

ｆ
２
９
４
―
９
６
６
８
青
木

『
第
₃₅
回
毛
呂
山
町
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
』
出
場
者
募
集

『
第
２
回
親
父
バ
ン
ド
町
民

活
き
活
き
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
同
好
会

体
験
教
室
』
参
加
者
募
集

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
逃
げ
遅
れ
る
人
々
』
鑑
賞
会

『
第
₁₄
回
ヒ
ロ
シ
マ
市
民
の

描
い
た
原
爆
絵
画
展
』

武
蔵
越
生
高
校

文
化
祭
『
け
や
き
祭
』

『
毛
呂
山
・
越
生 

教
育
を

考
え
る
会
』
会
員
募
集

鶴
个
島
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

『
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

埼
玉
平
成
中
学
・
高
校

文
化
祭
『
せ
い
り
ゅ
う
祭
』

第
₆₆
回
川
越
女
子
高
校

文
化
祭
『
紫し

お
ん苑
祭
』

『
毛
呂
山
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

INFORMATION

情
報
交
換

養
光
保
育
園
『
子
育
て
広
場
』
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乳に
ゅ
う
せ
ん
し
ゅ
よ
う

腺
腫
瘍
科
内
市
民
公
開
が
ん

医
療
講
座
事
務
局
ｔ
０
４
２
―

９
８
４
ー
４
７
４
６

﹃
日
本
人
の
こ
こ
ろ
の
故ふ
る
さ
と郷

を
歌

う　

そ
の
Ⅱ
﹄
～
家
族
で
歌
い
継

ぐ
唱
歌
・
童
謡
～

㊐
／
10
月
３
日
木
・
10
日
木
午
前

10
時
40
分
～
午
後
０
時
10
分
（
全

２
回
）　

場
／
山
村
学
園
短
期
大

学　

定
／
30
人
程
度
（
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
※
子
ど
も
連

れ
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。　

料
／
無
料　

申
・
問
／

９
月
24
日
火
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（infor@
yam

am
ura-tandai.ac.jp

）

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
講
座
名
「
第
１
回
公
開
講
座
」

を
明
記
し
、
山
村
学
園
短
期
大
学

公
開
講
座
係
（
〒
３
５
０
―
０
３

９
６
鳩
山
町
石
坂
６
０
４
）
ｔ
２

９
６
―
２
０
０
０
ま
で
申
込
み

大
学
と
地
域
を
考
え
る
～
創
立
50

周
年
に
向
け
て
～

講
座
名
／
①
化
学
と
人
間
社
会
の

つ
な
が
り
～
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
探
求
の
歴
史
～
、
②
健
康
長
寿

を
め
ざ
し
た
健
康
食
品
・
サ
プ
リ

９
時
30
分
～
午
後
４
時
（
14
日
は

午
前
11
時
か
ら
、
入
場
は
午
後
３

時
30
分
ま
で
）　

場
／
川
越
女
子

高
等
学
校
（
川
越
市
六
軒
町
１
―

23
）　

問
／
紫
苑
祭
実
行
委
員
会

ｔ
２
２
２
ー
３
５
１
１

㊐
／
10
月
12
日
土
、
13
日
日
午
前

10
時
～
午
後
２
時
（
13
日
は
午
後

１
時
ま
で
）　

場
／
県
立
日
高
特

別
支
援
学
校
（
日
高
市
高
富
59
―

１
）　

内
容
／
学
習
発
表
、
作
品

展
示
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
な
ど　

問

／
埼
玉
県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

ｔ
０
４
２
ー
９
８
５
―
４
３
９
１

　

乳
が
ん
に
負
け
な
い　

明
る
く

生
き
よ
う
！

㊐
／
10
月
12
日
土
午
前
10
時
～
午

後
１
時　

場
／
埼
玉
医
科
大
学
日

高
キ
ャ
ン
パ
ス
創
立
30
周
年
記
念

講
堂　

内
容
／
特
別
講
演
「
ヨ
ガ

と
い
う
乳
が
ん
リ
ハ
ビ
リ
」、
基

調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど　

定
／
先
着
６
０
０

人　

申
／
埼
玉
医
科
大
学
に
設
置

し
て
あ
る
申
込
書
に
記
入
を
し
、

フ
ァ
ク
ス
で
申
込
み　

問
／
埼
玉

医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

メ
ン
ト
の
使
い
方
～
コ
ラ
ー
ゲ
ン

っ
て
効
く
の
？
～
、
③
生
体
認
証

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
～
指
紋
認
証
や

静
脈
認
証
は
ど
こ
ま
で
安
全
な
の

か
～
、
④
地
域
の
安
全
な
食
を
考

え
る
～
生
鮮
食
品
の
流
通
を
中
心

と
し
て
～
、
⑤
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界

～
効
果
的
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
方
法
～
、

⑥
共
鳴
・
共
感
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
～
超
高
齢
社
会
は
怖
く
な
い
～
、

⑦
医
療
事
故
か
ら
あ
な
た
を
守
る
、

⑧
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
＂
ま
ち

お
こ
し
＂　

㊐
／
①
９
月
28
日
土
、

②
10
月
10
日
木
、
③
12
日
土
、
④

16
日
水
、
⑤
19
日
土
、
⑥
23
日
水
、

⑦
26
日
土
、
⑧
31
日
木
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

場
／
城
西
大

学
清
光
会
館
ホ
ー
ル
（
10
月
19
日

土
の
み
17
号
館
２
０
１
号
室
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
）　

対
／
18
歳
以
上
の

人　

定
／
先
着
１
０
０
人　

料
／

無
料　

申
・
問
／
９
月
２
日
月
か

ら
城
西
大
学
学
務
課
（
〒
３
５
０

―
０
２
９
５
坂
戸
市
け
や
き
台
１

―
１
）
ｔ
２
７
１
―
７
７
２
２
に

申
込
み
（
電
話
・
ハ
ガ
キ
可
）

県
立
日
高
特
別
支
援
学
校

『
第
₁₈
回
ひ
だ
か
祭
』

山
村
学
園
短
期
大
学

『
公
開
講
座
』

埼
玉
医
科
大
学
『
第
７
回

市
民
公
開
が
ん
医
療
講
座
』

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

城
西
大
学
『
公
開
講
座
』

外出先でこのマークを見かけたら、
温かく見守ってください
　～介護マークの普及に取り組んでいます～
　認知症の人の介護は、トイレの補助などほかの人か
ら見ると介護をしていることがわかりにくく、誤解を
持たれることがあります。介護マークは、介護をする
人が介護中であることを周囲に理解してもらい、協力
を得やすくするために考案されたマークのことです。
厚生労働省が全国への普及をすすめています。外出先
でこのマークを見かけた際には、ご理解とご協力をお
願いします。

問　役場高齢者支援課介護保険係ｔ（295）2112 内線 122

防災訓練を開催します
問　役場総務課消防防災係　ｔ（295）2112 内線 314

開催日　10 月 13 日（日）

時間　午前８時～ 11 時ごろ
会場　大類グラウンド

訓練対象地域　（東部地区）
　川角、玉林寺、苦林、大類、西大久保、市場、
下川原、西戸、箕和田、学園台、角木団地、東原
団地、日化団地、目白台自治会

主な訓練内容
　炊

た き だ し

出訓練、煙
えんちゅう

中避難訓練、救出搬送訓練、応急
救護訓練、初期消
火訓練など
※防災訓練は、町
内を３か所（西部、
中央、東部）に分
け、毎年１か所を
基本に訓練を開催
しています。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

︻
県
関
係
︼

★
交
通
事
故
防
止
活
動
に
対
す
る

感
謝
状

　

毛
呂
山
町
交
通
安
全
母
の
会
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㊐　

９
月
８
日
日
正
午
～
午
後
４

時
相
談
電
話
番
号　
　

０
１
２
０
―

０
５
２
―
０
８
８

※
開
催
当
日
だ
け
通
話
可
能
な
相

談
会
専
用
電
話
番
号
で
す
。

内
容　

司
法
書
士
に
よ
る
生
活
保

護
に
関
す
る
電
話
相
談

方
法　

電
話
に
よ
る
無
料
相
談

問　

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会

担
当
幹
事
髙
橋
ｔ
０
４
８
―
４

８
５
―
８
４
７
２

　

相
続
・
離
婚
な
ど
の
暮
ら
し
の

相
談
、
建
設
業
・
飲
食
店
・
会
社

設
立
ほ
か
役
所
の
手
続
き
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
（
無
料
・
予
約

不
要
）。

●
鶴
个
島
会
場

㊐　

10
月
12
日
土
正
午
～
午
後
５

時
場　

鶴
个
島
市
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー（
わ
か
ば
ウ
ォ
ー
ク
１
階
）

※
ほ
か
県
内
23
か
所
で
開
催

●
電
話
相
談

㊐　

10
月
１
日
火
～
３
日
木
午
前

10
時
～
午
後
４
時

問　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
ｔ
０
４

８
―
８
３
３
―
０
９
０
０

　　

調
停
制
度
は
、
民
事
・
家
事
の

紛
争
解
決
制
度
と
し
て
諸
外
国
か

ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
能
調
停
協
会
で
は
、
こ
の
調

停
制
度
を
一
層
身
近
な
も
の
と
す

べ
く
、
困
り
ご
と
や
、
も
め
ご
と

に
対
し
調
停
を
通
じ
て
解
決
す
る

た
め
の
手
続
き
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

㊐　

10
月
26
日
土
午
後
１
時
～
４

時
場　

飯
能
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
東
飯
能
駅
直
結
「
ま
る
ひ
ろ
」

７
階
）

駐
車
場　

飯
能
市
役
所
駐
車
場

担
当
者　

弁
護
士
・
調
停
委
員

問　

埼
玉
調
停
協
会
連
合
会
事
務

局
ｔ
０
４
８
―
８
６
２
―
６
７

０
８
（
９
月
10
日
火
か
ら
月
・

水
・
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後

４
時
）

㊐　

９
月
29
日
日
午
後
１
時
30
分

～
４
時

場　

埼
玉
県
川
越
地
方
庁
舎
２
階

大
会
議
室
（
川
越
駅
西
口
か
ら

徒
歩
７
分
）

内
容　

弁
護
士
・
税
理
士
・
司
法

書
士
に
よ
る
、
法
律
・
税
務
・

登
記
の
無
料
相
談
会

申　

当
日
、
先
着
順
に
受
付
（
予

約
不
要
）

問　

埼
玉
司
法
書
士
会
川
越
支
部

ｔ
２
３
８
―
８
１
３
８

　

不
動
産
鑑
定
士
が
不
動
産
の
価

格
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

㊐　

10
月
５
日
土
午
前
10
時
～
午

後
４
時

場　

▽
さ
い
た
ま
大
宮
会
場
／
Ｊ

Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮
「
さ
い
た
ま
市
宇

宙
劇
場
」
研
修
室
、
▽
熊
谷
会

場
／
八
木
橋
百
貨
店
１
階
正
面

入
口

問　

㈳
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協

会
ｔ
０
４
８
―
８
３
８
―
０
４

　

８
３

　

埼
玉
司
法
書
士
会
お
よ
び
公
益

社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
埼
玉
支
部
が

﹃
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
無
料
相
談
会
﹄
を
実
施

し
ま
す
。
面
接
相
談
を
希
望
す
る

人
は
、
事
前
に
電
話
予
約
の
う
え

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐　

９
月
16
日
祝
午
前
10
時
～
午

後
４
時

面
接
相
談　

▽
浦
和
会
場
／
浦
和

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
▽

川
越
会
場
／
キ
ム
ラ
ヤ
八
幡
通

り
ル
ー
ム
（
丸
広
デ
パ
ー
ト
よ

り
徒
歩
１
分
）、
▽
熊
谷
会
場

／
埼
玉
司
法
書
士
会
熊
谷
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
、
▽
越
谷
会
場

／
埼
玉
司
法
書
士
会
越
谷
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
、
▽
所
沢
会
場

／
埼
玉
司
法
書
士
会
所
沢
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

電
話
相
談　

ｔ
０
４
８
―
８
７
２

―
８
０
５
５（
相
談
当
日
の
み
）

相
談
料　

無
料

相
談
例　

①
一
人
暮
ら
し
の
今
後

が
心
配
、
②
遺
産
分
割
協
議
を

し
た
い
け
ど
、
父
が
認
知
症
で

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
③
知
的

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来

が
心
配
、
④
年
金
が
母
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
な
い
み
た
い

･･･

ど
う
し
よ
う

問
・
予
約　

埼
玉
司
法
書
士
会
ｔ

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

　

埼
玉
県
弁
護
士
会
で
は
、
中
小

企
業
経
営
者
お
よ
び
個
人
事
業
主

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
事
業
者
が

直
面
す
る
諸
課
題
（
経
営
再
建
、

INFORMATION

『
生
活
保
護
１
１
０
番
』

『
無
料
調
停
相
談
会
』
の
開
催

『
県
下
一
斉
行
政
書
士
無
料
相
談
』

『
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め

の
成
年
後
見
無
料
相
談
会
』

『
中
小
企
業
・
個
人
事
業
者

の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
』

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

『
不
動
産
の
無
料
相
談
会
』

『
法
の
日
・
三
会
合
同
無
料

相
談
会
』

相
談

ご

を

債
権
回
収
、
労
使
問
題
、
契
約
ト

ラ
ブ
ル
、
事
業
承
継
な
ど
）
に
関

し
て
、
弁
護
士
が
無
料
で
法
律
相

談
に
応
じ
ま
す
。

㊐　

９
月
14
日
土
午
後
１
時
～
３

時
（
受
付
は
２
時
30
分
ま
で
）

場　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
４
―
２
―
１
浦
和
高
砂
パ

ー
ク
ハ
ウ
ス
１
階
）

料　

無
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接

会
場
受
付
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

問　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
ｔ
０
４
８
―
７
１
０
―

５
６
６
６
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

早朝（始発列車）より
武州長瀬駅自由通路・橋上駅舎が利用開始となります！
10月５日（土）

　これにより、現在使われている武州長瀬駅改札は閉鎖になります。下り線（越生方面）の既設エレベーターは、
改修工事のため、10 月５日から 11 月末まで利用が制限されますので、ご了承ください。

【施　設　概　要】

自由通路（南北駅前広場がつながります）
　鉄骨造２階建
　通路幅員４ｍ　階段部３ｍ
　エレベーター２基（南北口各１基）

橋上駅舎（駅舎が２階に上がります）
　鉄骨造２階建　
　改札　コンコース
　多機能トイレ　旅客トイレ

　自由通路を使って、駅南北口の往来が可能になり、橋上駅舎
にアクセスできるようになります。
　橋上駅舎には、駅の機能が集約され、利便性が向上します。
また、エレベーターや多機能トイレを設置し、バリアフリーに
も適応しています。
問　役場まちづくり整備課都市整備係ｔ（295）2112 内線 146

南口駅前広場

新設エレベーター 自由通路

橋上駅舎

新設エレベーター

 旅客トイレ
 多目的トイレ

北口駅前広場

既設跨線橋

改札

至越生→

←至坂戸
既設エレベーター

既設の駅施設は
一部を残し撤去
します。

10 月２日（水）午前 10 時から同所にて、武州長瀬駅自由通路竣工式典を開催します。

早朝（始発列車）より
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ゆずの里保育園の病後児保育
　お子さんが病気などにかかった後の回復期に、保護者の
就労、疾

し っ ぺ い

病、出産などの理由により家庭で保育することが
困難な場合に専用の保育室で看護師付き添いのもと、一時
的にお子さんをお預かりして保育を行います。
㊐ / 月～金曜日８:30 ～ 17:00　休日 / 土・日・祝日および 12 月 29 日～１月３日　料 / １日 2,000 円 ( 町内
の認可保育園在園児は無料 )　定 / １日４人まで（予約順）　問 / 役場子ども課保育係ｔ（295）2112 内線 137
※利用する場合は、事前に登録が必要です。

一時預かり保育
　保護者の就労、疾病、事故、出産などの理由で一時的に家庭で保育することが困難な場合や、育児に伴う心理・
肉体的負担を解消するため、保育所でお子さんを一時的にお預かりして保育を行います。

名　称 場　所 電話番号 名　称 場　所 電話番号
ゆずの里保育園 平山 1-47-3 （294）6066 毛呂山みどり保育園 葛貫 799-12 （294）1115
養光保育園 毛呂本郷 687 （276）1473 ながせ保育園 前久保 497 （294）2515
あけぼの幼児園 長瀬 398-5 （295）2340 ときわぎ保育園 平山 2-11-1 （294）4992

図書館　ｔ（295）1015　９月の休館日：２日月、９日月、17 日火、24 日火、30 日月
名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

子ども映画会
「ダックテイル　ザ・
ムービー　失われた
魔法のランプ」

 ９月14日（土）14:00 ～ 15:30

内容 / スクルージおじさんといたずら３
人組が、伝説の宝物をめぐる大冒険を繰
り広げる！ 　場 / 視聴覚室　定 / 先着
５０人

おはなし会  ９月28日（土）14:00 ～ 14:30 ３歳児～小学生

内容 / おはなし、絵本の読み聞かせ、紙
芝居など　場 / 視聴覚室
※小さなお子さんは、保護者同伴でご参
加ください。

おはなしポッケ  ９月10日（火）11:00 ～ 11:30

０歳から３歳く
らいの小さい子
のためのおはな
し会

内容 / わらべうた、手あそび、　絵本の
読み聞かせなど　場 / １階おはなしコー
ナー
※小さなお子さんのためのおはなし会です。

おおきなポッケ  ９ 月 ３日（火）
10 月 １日（火）11:00 ～ 11:30 ２歳～３歳 内容 / 絵本の読み聞かせ、手あそび、紙

芝居など　場 / １階おはなしコーナー

児童館　ｔ（295）4111　９月の休館日：毎週日・月曜日
名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

ぴょんぴょん広場
 ９月 ４日（水）
　　  11日（水）
　　  18日（水）

10:30 ～ 11:30 ２歳前後の幼児
と保護者

内容 / 体操・工作・体育あそびなど（申
込み不要）　持ち物 / 親子とも上履き

幼児クラブ・
ぴょんぴょん広場
合同運動会

10月16日（水）10:00 ～ 11:30
２歳から４歳く
らいの幼児と保
護者

場 / 総合公園体育館　内容 / いも掘り、
ヨーイドン！ 、玉入れなど　持ち物 / 親
子とも上履き、飲み物など　申 /10 月９
日（水）午後５時までに児童館で受付（電
話可）
※幼児クラブに参加している人以外は申
込みが必要です。

風船バレーボール  ９月11 日（水）16:00 ～ 17:00 小学生
場 / 児童館遊戯室
※自由参加です。時間までに児童館に集
まってください。

あそびの会  ９月14 日（土）10:00 ～ 11:30 小学生
場 /児童館２階　内容 /ストラックアウト、
射的、ビー玉運び　定 / 先着２０人　申 /
９月７日（土）から児童館で受付（電話可）

保健センター　ｔ（294）5511
名　称 日　程 対　象 内　容

４か月児健診 10 月  ３日（木） H25. ５生
場 / 保健センター
※対象者には個別に通知します。

10 か月児健診 10 月  ４日（金） H24.11 生
１歳６か月児健診 10 月 15 日（火） H24. ３生
３歳児健診 10 月 16 日（水） H22. ４生

育児学級 10月　９日（水） 乳幼児および
その保護者　

身体測定・育児相談・離乳食指導
申 / ９月２日（月）から保健センターで受付（電話可）

子ども広場
このコーナーは、子どもが参加のできるイベ
ントなどの情報のほか、子育て支援に関する
情報や健康診断など、子どもに関する様ざま
な事柄を掲載するコーナーです。
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３年　並
な み き

木　綾
りょうや

也くん

「ふたり」「きょうりゅう」

１年　千
ち だ

田　健
け ん た ろ う

太郎くん

№
３
７
５　

光
山
小
学
校

ぼくらの
キ
ャ
ン
パ
ス

「モンスターのとおぼえ」

５年　杉
すぎやま

山　風
ふ う き

葵くん

保健センターだより
保健センター　ｔ（294）5511

乳がん・子宮頸
け い

がん検診（受診回数／２年度に１回）

㊐　10 月 30 日（水）午前・午後
対　乳がん / ４０歳以上、子宮頸がん / ２０歳以上
料　乳がん / ６００円、子宮頸がん / ５００円
　　クーポン券がある人は無料です。
定　先着１２０人
申　９月６日（金）から保健センターで受付
※生活保護世帯の人は無料になりますので、申
込み時にお申し出ください。なお、当日、印鑑
と受給者証をご持参ください。
※また、お子さんの保育もあります。

肝炎ウイルス検診（無料）

㊐　10 月 23 日（水）８:45 ～９:00
対　満４０歳以上の人（今年度４０歳以上にな

る人を含む）で次の①～⑤の項目のいずれに
も当てはまらない人。①過去に C 型肝炎ウイ
ルス検査を受けたことがある人、② C 型肝炎
の治療を受けたことがある人、受けている人、
③ B 型肝炎の治療を受けている人、④大きな
手術（開胸手術、開腹手術など）を受けたこ
とがあり、定期的に肝機能検査を受けている
人、⑤（女性のみ）妊娠・分娩時に多量に出
血したことがあり、定期的に肝機能検査を受
けている人。
場　中央公民館
申　９月９日（月）～ 10 月 11 日（金）
内容　血液検査

血圧にっこり美生活をめざしませんか！
～高血圧予防教室のお知らせ～

　日本人では４０～７４歳の人のうち男性の６割、女性の４
割が高血圧であるといわれています。高血圧を防ぐことは、
脳や心臓などへの負担を減らし、多くの病気を防ぐことにも
つながります。この教室をきっかけに、高血圧を予防し、心
も体もにっこりと、笑顔の絶えない美しい生活をめざしませ
んか。また、健康長寿サポーターとなり、家族や友人、近所
の人たちへ健康に役立つ情報を私たちと一緒に広げていきま
しょう。

月　日 時　間 内　容
10 月  7 日（月）13：30 ～ 15：00 医師による講話
10 月 22 日（火）10：00 ～ 12：30 調理実習と食事の講話
10 月 28 日（月）10：00 ～ 12：00 運動に関する講話と実技

11 月 14 日（木）13：30 ～ 15：00
15：15 ～ 16：00

歯科医師による講話
健康長寿サポーター養成講座

持ち物　全日／筆記用具、２日目／三角巾・エプロン・ふき
ん２枚、３日目／動きやすい服装と靴・飲み物・タオル、
４日目／歯ブラシ
料　300 円（調理実習材料費）２日目に集金します。
定　先着３０人　　対　４０歳以上
申　９月９日（月）から保健センターで受付（電話可）

■９月の在宅当番医（午前９時～正午）
日にち 医療機関名 専科 住所 電話
10/14祝 初野医院 内科 長瀬 718 294-7713

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、救急
部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

検　診
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法律相談
■弁護士（要予約）
　10 月８日火、28 日月　13:30 ～ 16:00
■行政書士
　10 月 16 日水　10:00 ～ 15:00
場　所　役場会議室
内　容　土地家屋のトラブル、交通事故、金銭貸借や補償、
　　　　相続問題など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ内線 313

人権・行政相談
日　時　10 月 10 日木　13:30 ～ 16:00
場　所　役場会議室
内　容　人権問題、行政に関する苦情など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ内線 313

心配ごと相談
日　時　毎週水曜日　10:00 ～ 12:00
場　所　ウィズもろやま（福祉会館）
内　容　生活上の悩み、困りごとなど
問合せ　社会福祉協議会ｔ（295）3111

1 0 月の相談コーナー
健康相談
■成人健康相談（心と体の相談）
　10 月 17 日木　9:00 ～ 12:00
　場　所　保健センター
　10 月 28 日月　9:30 ～ 11:30
　場　所　役場ホール
■電話相談
　月～金曜日（祝日を除く）　9:00 ～ 17:00
問合せ　保健センターｔ（294）5511

教育相談
日　時　月～金 　10:00 ～ 16:30
場　所　教育センター
内　容　不登校、いじめ、しつけなど
電話相談番号ｔ（295）2525

消費生活相談
　産業振興課では、消費生活全般に関する相談・情報提供
を行っています。
　毎週火曜日　10:00 ～ 15:00 は、消費生活コンサルタ
ントが相談を受け付けます。
問合せ　役場産業振興課商工観光係ｔ内線 175

 行事カレンダー10月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

・おおきなポッケ
　場図書館→P20
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館
・健康づくり教室
　場大類館

・川角小就学時健診
　場川角小学校→P11
・ぴょんぴょん広場
　場児童館
・母親学級
　場保健センター→P14
・自由通路竣工式典
　場武州長瀬駅→P19

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・毛呂山小就学時健診
　場毛呂山小学校→P11
・学校給食センター見学
と給食試食会→P12

　場中央公民館
・健康づくり教室
　場中央公民館

・町立保育園運動会
　場町立各保育園
・町立小・中学校社会科
研究発表会→P12
　場歴史民俗資料館
・自由通路・橋上駅舎
利用開始

　場武州長瀬駅→P19

6 7 8 9 10 11 12児 図歴児体

・町民レクリエーショ
ン大会

　場総合公園→P13

・高血圧予防教室
　場保健センター→P21
・いきいきシニア講座
　場中央公民館→P14
・園庭開放
　場旭台保育園→P12
・光山小就学時健診
　場光山小学校→P11

・体育施設10月分調整会議
　場総合公園
・健康づくり教室
　場大類館
・おはなしポッケ
　場図書館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・もこもこ講演会
　場ウィズもろやま
・高齢運転者再教育
　場おごせ自動車学校
・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・おはなし講座
　場図書館→P14
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・子育てサロン
　場東公民館

・町立小・中学校前期
終業

・健康づくり教室
　場中央公民館
・母親学級
　場保健センター→P14

・子ども映画会
　場図書館

13 14 体育の日 15 16 17 18 19
児 児 図歴

・防災訓練
　場大類グラウンド→P17
・獅子舞
　場滝ノ入、葛貫、大
類各地区

・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・11月分総合公園予約日
　場総合公園

・町立小・中学校後期
始業
・健康づくり教室
　場大類館

・幼児クラブぴょんぴょ
ん広場合同運動会

　場総合公園→P20
・泉野小就学時健診
　場泉野小学校→P11

・おはなし講座
　場図書館→P14
・すい臓がん予防教室
　場保健センター→P12

・健康づくり教室
　場中央公民館

・国保いきいきウォー
　キング大会
　場箕和田湖集合
・もろやま！　身近な
草花を楽しむ会

　場図書館→P12

20 21 22 23 24 25 26児 図歴児体

・秋季清掃の日
・川角中学校開校記念日
・図書館祭り
　場図書館
・獅子舞
　場川角地区
・母親学級
　場保健センター→P14

・いきいきシニア講座
　場中央公民館→P14

・高血圧予防教室
　場保健センター→P21
・健康づくり教室
　場大類館
・おはなしポッケ
　場図書館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・高齢運転者再教育
　場おごせ自動車学校
・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・子育てサロン
　場ウィズもろやま

・健康づくり教室
　場中央公民館

・青空おはなし会
　場図書館

27 28 29 30 31児 図歴児体 図

・毛呂山鎌北湖マラソン
　場総合公園
・ふれあい広場
　場ウィズもろやま
・休日納税相談・納入窓口
　場役場→P10

・高血圧予防教室
　場保健センター→P21
・いきいきシニア講座
　場中央公民館→P14

・健康づくり教室
　場大類館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館　
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウ
ンド、大類グラウンド・ソフトボールパー
ク、川角公園、西戸・川角・岩井・目白台
各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク 場＝場所
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※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘  ｔ（294）5545

役場からのお知らせ

　世界水泳で瀬戸大也選手が金メダル
を獲得し、日本中を驚かせました。町
の子ども議会では、20 人の子どもたち
が登壇し、まちづくりなどに関する真
剣な質問が行われました。明日の毛呂
山町を担う子どもたちが、大きな夢を
胸に、瀬戸選手のように世界へ羽ばた
いてくれることを願っています。（Ｂ）

編　集　後　記

人口　　35,719 人（＋ 2 人）

　男　　17,816 人（＋ 8 人）

　女　　17,903 人（－ 6 人）

世帯　　15,726 戸（＋ 19 戸）

※平成 25 年８月１日現在（カッコ）
内は前月比

人の動き

■毎週水曜日は、税務課・住民課・
子ども課・高齢者支援課・福祉課・
水道課で午後７時まで窓口業務を
行っています。

■広報もろやまは、役場ホール、
両公民館、図書館、保健センター、
教育センター、総合公園体育館、
歴史民俗資料館、福祉会館に置い
てあります。

■ウェブサイト用
　QR コード

■税金・保険料は納期限内に忘れ
ずに納めましょう。
９月の納期限
　固定資産税　　　　　　３期
　国民健康保険税　　　　３期
　介護保険料　　　　　　４期
　後期高齢者医療保険料　３期
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図書館
今月のオススメの一冊！

『学校では教えてくれない
　　　　人生を変える音楽』
雨
あまみや

宮　処
 かりん 

凛ほか／著　河出書房新社／出版

楽は、時に励まし、時に癒
いや

し、
時に人生をも変える。みうら

じゅんさん、高嶋
ちさ子さん、又吉
直樹さんなど各界
の著名人 26 人が、
それぞれに選んだ

「 人 生 を 変 え る 音
楽」について熱く
深く語ります」

「音

お便りコーナー

山根荘は、レインボー協議会（毛呂山町、川越市、坂戸市、鶴ヶ島市、
日高市、川島町、越生町）内の居住者で６０歳以上の人は、無料で
ご利用になれます。

ほしいもの！　あげたいもの！
●ゆずりたい物

・剣道具一式（中学生女子用）（胴・小手・面・竹刀ケース）（中古・
無料）

●ゆずってほしい物
・そうじ機（中古・相談）

　紹介したい品物がありましたら、お気軽にお申し込みください。
また、交渉が成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月
申・問　役場産業振興課商工観光係ｔ (295)2112 内線 175

山根荘趣味の会等定例行事
９月の休館日   1日   7日   8日 14日 15日16日 

21日 22日 23日 28日29日
ペ タ ン ク   9日
声 を 出 す 会   4日 18日
謡 寿 会 10日 24日
民 踊 同 好 会   9日 12日

俳 句 の 会 13日 27日【季語　秋彼岸（あ
きひがん）、鶺鴒（せきれい）】

囲碁・将棋の会   4日   6日 11日 13日 18日
20日 25日 27日

お 茶 の 会   6日 20日
茜 会（ お 花 ）   9日
ダンス同好会   6日 20日
ぎんれい会（大正琴）   6日 20日

三味線・民謡の会   5日 12日
手 芸 の 会 11日 25日
カ ラ オ ケ
同 好 会

  2日 30日
（厚年カラオケ）27日

吟 友 会 11日 25日
書 道 の 会 11日 25日
舞 わ か ば 会 11日 25日
FD カトレア 13日 27日
健康体操 3B 体操   2日 30日
楓 会 12日
押 し 花 の 会   2日   9日
桜 扇 の 会   9日 13日
PC ク ラ ブ   2日 30日
光 華 の 会   4日 18日

23 広報もろやま  ９月１日号



〒
3

5
0

－
0

4
9

3
  埼

玉
県

入
間

郡
毛

呂
山

町
中

央
２

丁
目

１
番

地
Ｔ

Ｅ
Ｌ

0
4

9（
2

9
5

）
2

1
1

2
　

Ｆ
ａ

ｘ
0

4
9（

2
9

5
）

0
7

7
1

Ｕ
Ｒ

Ｌ
 h

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.m

o
ro

ya
m

a
.sa

ita
m

a
.jp

広
報

も
ろ

や
ま

　
９

月
１

日
号

　
Ｎ

ｏ
.8

7
6

■
発

行
　

毛
呂

山
町

　
■

1
部

当
り

　
3

3
.8

円
　

■
編

集
　

秘
書

広
報

課
広

報
広

聴
係

植物油インキを使用しています。

も
ろ
や
ま

　

毛
呂
山
町
の
東
部
地
域
で
は
、
蕎
麦
の
栽
培

が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
蕎
麦
の
花
は
10
月

中
旬
ご
ろ
き
れ
い
に
咲
き
誇
り
、
一
面
に
真
っ

白
な
絨じ
ゅ
う
た
ん毯
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

写
真
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
大
類
地
区

で
は
、
毎
年
12
月
、
収
穫
し
た
蕎
麦
の
実
で
「
そ

ば
祭
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
開
催

予
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
毛
呂
山
町
秘
書
広
報
課
撮
影
）

蕎そ

ば麦
の
花
（
大
類
）

応
募
方
法

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
写
真
を
と
お
し
て
毛
呂
山
町

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
風
景
写
真

は
も
ち
ろ
ん
人
物
や
動
物
、
花
な
ど
の
写
真
で
も
結

構
で
す
。
あ
な
た
の
好
き
な
毛
呂
山
町
の
風
景
を
写

真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
在
住
・
在
勤
の
人

で
あ
れ
ば
応
募
可
能
で
す
。
ま
た
、
撮
影
し
た
写
真

へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
１
５
０
字
程

度
で
ま
と
め
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
併
せ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
（
写
真
返
却
不
可
）。
な
お
、
撮
影
が

過
去
の
も
の
で
も
掲
載
可
能
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
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（平成 24年 10 月 13 日撮影）

魅
力
　
　
発
見

彩

　　吉山　愛
あ ゆ り

悠里ちゃん（６歳）

　　　　　絢
あ や ね

音ちゃん　（１歳６か月）
　とってもわんぱくでおてんばな姉妹。
最近はふたりで仲良く遊ぶようになって
きました。これからも元気いっぱいで大
きくなってね！

　　茗荷の旬は年２回ありますが、７～８
月のものを夏茗荷、９～ 11 月のものを秋
茗荷と呼び、秋茗荷の方が大きめで独特
の香りと辛味がいっそう引き立ちます。
日本特有の香辛野菜で魏

ぎ し

志倭
わじんでん

人伝には「め
が」として記載があり、主に香りを楽し
むもので、現在も用途は変わっていない
ようです。

　茗荷を食べると物忘れが激しくなるという話を聞いたこが
ありますが、科学的根拠はなく、むしろ、精油成分が大脳皮
質を軽く刺激して頭をシャキッとさせる作用があると言われ
ています。おすすめは、細かく刻んでかつおぶしをまぶし、しょ
う油をたらして熱いご飯の上に乗せる食べ方です。試してみ
ては、いかがでしょうか。

秋茗
みょうが

荷

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。
申・問　役場秘書広報課ｔ内線３３２

徒然歳時記
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